
6 大学共同開催フォーラム「スマート畜産の現状と展望」に参加しました。
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2025年9月29日(月)に岩手大学にて開催された６大学共同開催フォーラムでは、東京

大学、神戸大学、岩手大学、大阪公立大学、東北大学、および宮崎大学の『食』に関する付属

施設が集まり、『スマート畜産の現状と展望』というテーマのもとで講演会および情報交換

会が開催されました。現地にもたくさんの方々が来られており、オンライン参加も含めると

100名を超える参加がありました。

今回のフォーラムでは、農林水産省の伴先生からは畜産における現状と課題やその解決

に向けた取組、岩手大学の澤井先生からはテリトーリオ(地域圏)の概念を通じた地域拠点

(岩手)の畜産におけるビジョン、北海道大学の安田先生からはフランスにおける事例を中

心に最新の畜産ツールの紹介、岩手大学の岡田先生からはセンサーを用いた行動学に関す

る研究の知見、同じく岩手大学の一條先生からは５G通信技術を利用した遠隔診断システ

ムについての事例に関しての講演がありました。これら講演を通して、現場における少子高

齢化や温暖化に対する事態の深刻性が強調されていました。講演会の最後には6大学から

の活動報告が行われました。その後、会場を移して、情報交換会が催され、各々の研究や組

織の将来構想などについてのオープンな議論が活発に行われ、新たな連携やさらに深い連

携が生まれました。

(上) 原田先生による活動報告

(下) 懇親会の様子

(文) 原田昌彦、戸部隆太
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